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中心市街地区域 １４２ha

鶴岡市中心市街地活性化区域図
N

0 1000m500m100m

11



中心市街地区域

鶴岡市中心市街地活性化
基本方針ゾーン位置図
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先端性と伝統性が一体となっ
たまちづくりゾーン

持続性のある中心商店街
の形成を図るゾーン

歩いて暮らせるまちづ
くりゾーン
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中心市街地活性化の目標（H20.7～H25.3)

「先端的かつ高度な学術・文化と、時代時代に育まれてきた
まちの魅力を磁場とする交流の発展・拡大」

「商店街の主体的かつ継続的な活動で培ってきた知識や経験
を源泉に、消費者はもとより商業者にも魅力的な持続する
商店街づくり」

「健康・子育て・福祉の中核機能を充実させ、まちなかでの
多様な世代交流と暮らし方を支援する環境づくり」

目標１ 交流の拡大

目標２ 中心商店街の活性化

目標３ まちなか居住の環境づくり
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全体テーマ 「住み、暮らし、活動する場」としての中心市街地

鶴岡市中心市街地活性化基本方針

鶴岡市中心市街地活性化事業
（計画期間H20年度~H24年度）

目

標

事

業(

ハ
ー
ド
）

事

業

(

ソ
フ
ト
）

まちなか居住の環境づくり交 流 の 拡 大 中心商店街の活性化

藤沢周平記念館整備事業

鶴岡文化学術交流シビックコア地区
整備事業

庄内産業振興センター施設整備事業

総合保健福祉センター整備事業

地域交流センター整備事業

元気居住都心事業
・銀座クオレハウス整備事業
・銀座リビング整備事業

山王商店街再生事業

旧エビスヤ薬局施設整備事業

松文産業工場跡地整備事業

まちなか観光関連事業

市民講座等の開催
（TTCK・マリカ東館）

鶴岡アートフォーラム事業

鶴岡市文化会館関連事業

鶴岡ＴＭＯ事業

商店街活動

市民健康づくり関連事業

高齢者交流センター・クオレ
ハウス・銀座リビング連携事業

企業共同託児施設運営事業

先端性と伝統性が一体となったまち
づくり

歩いて暮らせるまちづくり持続性のある中心商店街の形成

快適性・利便性とともに、都市景観に配慮した都市機能の集積

市 民 に よ る ま ち づ く り の 推 進
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JR鶴岡駅

◇銀座リビングと地域包括支援センター（高
齢者交流センター）との連携事業（食育プロ
グラムの構築・提供等）□中心商店街（鶴岡ＴＭＯ事業）

・チャレンジショップ ・生活の知恵お役立ち講座

・伝統工芸等体験工房 ・共通商品券「藩券」 他

□ＴＴＣＫ

・大学院公開講座

・生命科学講座

・鶴岡致道大学

・高校生向け講座 他

□鶴岡アートフォーラム

・作品展示・展覧会

・オープンアトリエ

・キッズアトリエ

・フォーラムカフェ等

□文化会館

・鶴岡音楽祭・鶴岡市合唱祭 等

□市街地健康ウォーキング

□まちなか観光関連事業
・鶴岡観光ぐるっとバス
・観光レンタサイクル ・観光ガイド ・四季の御膳事業
・まつりの振興（荘内大祭・天神祭り・鶴岡 冬まつり等） □マリカ東館の機能転換

（庄内産業振興センター関連）

・企業間交流、人材育成の推進

・産学連携の推進、創業支援 他

○藤沢周平記念館（仮称）整備事業

■地域交流センター整備事業 （総
合保健福祉センター（仮称））

まち交

■親水型多目的広場整備事業 ■
市道荘内病院前五日町線整備事業 ■市道
荘内病院裏線拡幅事業 ■市道馬
場町泉町線歩道敷設事業 他 (鶴岡文化学
術交流シビックコア地区整 備事業)

まち交 ■市道南町荒町大宝寺町線整備
■市道日枝神社脇線整備 ■
市道山王町6号・７号・12号線整備 (山
王商店街みち空間再生事業)

まち交

■マリカ次世代機能整備事業 （庄
内産業振興センター整備事業）

まち交

◆山王ふれあい・賑わい事業ゾーン整備 事

業 （戦略補助金）

戦 略

○クオレハウス

◆銀座リビング整備事業（戦略補助金）

戦 略

○旧エビスヤ薬局施設整備事業

松文産業工場跡地整備事業 ◆工
場跡地を利用した映画館・駐車場

戦 略

○山王商店街ファサード整備（戦略検討）

○貸しスタジオ整備

○撮影スタジオ整備

主 要 事 業 位 置 図
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鶴岡市中心市街地活性化基本計画の事業概要

交流の拡大

○駅前の閉店した大規模店舗を活用し、駅
北側の工業団地企業や中心市街地の企
業・商業者との交流の場となる産業振興セ
ンターやｲﾍﾞﾝﾄ等の多目的広場として整備

【総合保健福祉センター】

○大規模空地を活用し、保健センター、子供・
家庭支援、福祉、医療等の総合センターを整備
歴史ｳｫｰｷﾝｸﾞ等の健康イベントを実施予定

まちなか居住の環境づくり

鶴岡駅

【藤沢周平記念館】

【シビックコア】

【地域包括支援センター】

○空店舗を活用した高齢者交流センターに加
え、介護予防や健康増進を本格実施

【ｺｰﾎﾟﾗﾃｨﾌﾞ住宅・銀座ﾘﾋﾞﾝｸﾞ】

○住民と設計者等が計画段階
から協議し設計・建設・運営す
るシニア向け生活支援ｻｰﾋﾞｽ
付ｺｰﾎﾟﾗﾃｨﾌﾞ住宅の整備

地域サロン、蔵座敷等を併設
し、来街者、地域住民に向けた
イベント・講座を実施

○城址公園内に本市出
身者である作家藤沢周
平の記念館を整備

合同庁舎
多目的
広場

【大規模店舗跡地活用】

城址公園

大学
○合同庁舎整備に併せて、
駐車場や多目的広場、城
址公園と商店街を結ぶ桜
並木等の整備

○空地・空店舗を活用
し敷地整序した上に貸
しテナント、共同駐車場、
共同店舗等を整備
伝統工芸、地場産業、

食鮮市等や市内の不足
業種を補うテナントミッ
クス事業の実施

○まちづくり協定に基づ
く個店改修により、良好
な景観形成、憩いの空
間づくり等の実施

中心商店街の活性化

【松文産業工場跡地活用】

○跡地10,000㎡を活用し、映
画館、撮影ｽﾀｼﾞｵ、貸しｽﾀｼﾞｵを
有するｼﾈﾏｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽの整備

【山王商店街の再生】

【旧ｴﾋﾞｽﾔ薬局施設活用】

○空店舗（昭和初期建築357㎡）
を活用し、伝統工芸体験、展示
ｷﾞｬﾗﾘｰ、ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ機能を整備

現存するまちなか拠点との一体
的なイベントの実施

至道博物館

至道館 ○山王ナイトバザール：名産
品の直売、有志によるフリー
マーケット、スタンプラリーや
ゲーム、歩行者天国等を実施

○通りの段差解消、無電柱化等による歩行者空
間の整備

【大学における市民講座等】

○公開講座、市民ｷﾞｬﾗﾘｰ等を今後も拡大

中心市街地区域：142ha
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目標２ 中心商店街の活性化目標２ 中心商店街の活性化

中心市街地活性化の数値目標

目標１ 交流の拡大目標１ 交流の拡大
①中心市街地内の観光施設を来訪する観光入込み客数

②各種講座の受講者・市民による発表の機会（参考指標）

現況値（H18年）

１５７，１００人
現況値（H18年）

１５７，１００人

目標値（H24年）

２１２，１００人
目標値（H24年）

２１２，１００人

目標値（H24年）

平成18年度実績を上回ること
目標値（H24年）

平成18年度実績を上回ること

現況値（H18年）
主要講座の受講者数 ３，５００人

市民による活動発表の機会 ３２回

現況値（H18年）
主要講座の受講者数 ３，５００人

市民による活動発表の機会 ３２回

①中心商業地区の自転車歩行者通行量（休日）

現況値（H17年）

５，５９０人
現況値（H17年）

５，５９０人

目標値（H24年）

８，６００人
目標値（H24年）

８，６００人

②中心商店街の空き店舗数

現況値（H19年）

５６店舗
現況値（H19年）

５６店舗

目標値（H24年）

４８店舗
目標値（H24年）

４８店舗

目標３ まちなか居住の環境づくり目標３ まちなか居住の環境づくり
①中心市街地内の健康・子育て・福祉施設の利用者数

現況値（H18年）

７７，００２人
現況値（H18年）

７７，００２人

目標値（H24年）

１０８，９００人
目標値（H24年）

１０８，９００人
７７



JR鶴岡駅

・藤沢周平記念館

観光案内所

（レンタサイクル）

物産大店でがんす

（レンタサイクル）

中心市街地歩行者遊動ネットワーク

事業箇所

ホテル

歩行者導線

文化財（建造物）

藤沢周平の看板

歩行者優先道（5年内整備）

公共駐車場

ぐるっとバス

凡 例

・地域交流センター整備事業（総合保健福祉
センター（仮称））

まち交

・親水型多目的広場整備事業
・市道荘内病院前五日町線整備事業
・市道荘内病院裏線拡幅事業
・市道馬場町泉町線歩道敷設事業 他
(鶴岡文化学術交流シビックコア地区整
備事業)

まち交

・市道南町荒町大宝寺線整備
・市道日枝神社脇線整備
・市道山王町6号・７号・12号線整備

(山王商店街みち空間再生事業)

まち交

・旧エビスヤ薬局施設整備事業 ・クオレハウス

・銀座リビング整備事業 （戦略補助金）

戦 略

・山王ふれあい・賑わいゾーン整備事業

戦 略

松文産業工場跡地整備事業

・映画館・駐車場（戦略補助金）

戦 略

・マリカ次世代機能整備事業

（庄内産業振興センター整備事業）

まち交

・山王商店街ファサード整備事業（戦略検討）

・貸しスタジオ整備事業
・撮影スタジオ整備事業

８８


